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2025年3月期 第3四半期
（2024年4月1⽇〜2024年12月31⽇）

決算説明資料

2025年2月4⽇
I D E C 株式会社
証券コード︓6652

IDEC株式会社 2025年3月期 第３四半期決算
説明会を始めさせていただきます。

本⽇の出席者をご紹介させていただきます。
取締役 上席執⾏役員 舩木崇雄です。
経営戦略担当 上席執⾏役員 吉⾒晋⼀です。
経営戦略企画本部 本部⻑ 小川泰幸です。
宜しくお願いいたします。

まず初めに、第３四半期の業績について、コーポレー
トコミュニケーション室の元山よりご説明させていただき、
その後構造改革の取り組みについて、舩木よりご説
明させていただきます。
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第3四半期累計 連結決算のポイント

売 上
■売上高 495億円 （前年同期⽐ △9.0％）

– ⽇本は、流通在庫調整の影響により売上が減少
– EMEAは主要産業の需要が落ち込み、アジア・パシフィックでは、中国経済の

景気減速の影響により、それぞれ減収

利 益

■営業利益 23億円 （前年同期⽐ △50.5％）
■経常利益 24億円 （前年同期⽐ △53.2％）
■四半期純利益※ 16億円 （前年同期⽐ △53.0％）

※親会社株主に帰属する四半期純利益

– 売上減少の影響により、利益も減少

それでは、決算概要についてご説明いたします。

第３四半期累計での業績は、引き続き流通在庫
調整の影響や、欧州の需要落ち込みなどにより、売
上高は前年同期⽐9％減の495億円、営業利益
は前年同期⽐50.5％減の23億円となりました。
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+9.31円152.64円143.33円米ドル平均レート (円)

+9.57円164.88円155.31円ユーロ平均レート (円)

+1.18円21.16円19.98円⼈⺠元平均レート（円）

2025年3月期 3Q累計2024年3月期 3Q累計（単位︓百万円）
※百万円未満切り捨て 前年同期⽐対売上⽐実績対売上⽐実績

△ 9.0%100.0%49,470100.0%54,341売上高

△ 8.2%43.3%21,39642.9%23,302売上総利益

+  2.4%38.6%19,09534.3%18,652販売費及び⼀般管理費

△50.5%4.7%2,3018.6%4,650営業利益

△53.2%4.8%2,3679.3%5,062経常利益

△53.0%3.3%1,6166.3%3,437親会社株主に帰属する
四半期純利益

△62.32円ー54.84円－117.16円1株当たり四半期純利益
（潜在株式調整前）

連結業績概要＜連結損益計算書＞－1

業績概要はご覧の通りですが、在庫の影響による売
上減少に加え、労務費は減少したものの、為替の影
響により販売管理費が増加したことなどにより、営業
利益率は4.7％となりました。
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連結営業損益変動要因

4,650

2,301

2024年3月期

3Q累計

2025年3月期

3Q累計

売上減少

△2,790

△550

販売管理費減 為替影響

＋70+760

原価率悪化

（単位︓百万円） ※百万円未満切捨て

+160

価格改定

 価格改定によるプラス効果があったものの、減収による影響が⼤きく、営業利益は
前年同期⽐で約23億円減少

こちらは営業利益の変動要因ですが、製品価格改
定効果があったものの、売上減少の影響が⼤きく、
前年同期⽐で約23億円減少いたしました。
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2025年3月期2024年3月期
（単位︓百万円）
※百万円未満切り捨て 3Q (10-12月)2Q (7-9月)1Q (4-6月)4Q (1-3月)3Q (10-12月)

前年
同期⽐売上⽐実績売上⽐実績売上⽐実績売上⽐実績売上⽐実績

△ 1.0%100.0%16,381100.0%17,126100.0%15,962100.0%18,370100.0%16,540売上高

+  2.3%42.8%7,00843.9%7,52643.0%6,86142.0%7,71641.4%6,848売上総利益

+  0.2%38.2%6,25836.5%6,24841.3%6,58933.2%6,09037.8%6,244販売費及び
⼀般管理費

+24.4%4.6%7507.5%1,2781.7%2728.9%1,6253.6%603営業利益

+69.8%5.5%9035.7%9693.1%49410.1%1,8583.2%532経常利益

+27.0%2.0%3345.7%9801.9%3005.3%9691.6%263親会社株主に帰属する
四半期純利益

11.34円 － +2.48円ー33.29円10.21円 －32.94円 －8.86円 －1株当たり四半期純利益
（潜在株式調整前）

連結業績概要＜連結損益計算書＞－2

 EMEAや中国などの売上減少の影響により、2Q⽐では売上、利益ともに減少したものの、
修正計画通りの進捗状況

 事業構造改革費用を特別損失として3Qに計上

四半期別では、EMEAや中国における売上減少の
影響などにより、第２四半期⽐で売上、利益ともに
減少したものの、11月に発表した修正計画通りの進
捗状況となっております。

また、構造改革の⼀環で、2024年10月からセカンド
キャリア制度を拡充し、組織⼈員の最適化を図って
おり、その関連費用を第３四半期に、事業構造改
革費用として特別損失に計上いたしました。
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仕向地別売上状況

前年
同期⽐

2025年3月期
3Q累計

2024年3月期
3Q累計

（単位︓百万円）
※百万円未満切捨て

（構成⽐）

△13.7%17,469
(35.3%)

20,253
(37.3%)日本

△ 6.1%32,000
(64.7%)

34,087
(62.7%)海外

+ 0.9%10,588
(21.4%)

10,490
(19.3%)米州

△ 5.4%10,832
(21.9%)

11,447
(21.1%)

EMEA
(欧州、中東、アフリカ)

△12.9%10,579
(21.4%)

12,149
(22.3%)

アジア・
パシフィック

△ 9.0%49,470
(100.0%)

54,341
(100.0%)合計

⽇ 本 前年同期⽐ △13.7%

海 外 前年同期⽐ △ 6.1%

 主要産業での足踏み感や、流通在庫調整
局面の影響もあり、売上は減少

 米州の流通在庫は⼀定⽔準に落ち着いており、
為替の影響もあり売上は微増

 EMEAは、欧州の景気低迷や地政学リスクの影
響などにより、主要産業の需要が落ち込み売上
が減少

 アジア・パシフィックは、中国経済の景気減速の
影響で売上は減少

仕向地別では、⽇本はロボットや工作機械などの主
要産業での足踏み感に加え、流通在庫の調整局面
の影響により、売上が減少いたしました。

米州では、流通在庫が⼀定⽔準に落ち着いており、
また為替も円安傾向となっていることから、売上は微
増となりました。

EMEAは、欧州市場における景気低迷や地政学リ
スクの影響などにより、主要産業の需要が落ち込ん
でおり、アジア・パシフィックは、引き続き中国経済の
景気減速の影響を受けたことで、それぞれ減収となり
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仕向地別売上状況 （四半期推移）
（単位︓百万円） ※百万円未満切捨て

4,234 4,274 4,112 3,983 5,065 6,189
4,829 4,125 4,015 4,492 3,641 3,907 3,474 3,806 3,297

2,975 2,996 2,772 3,002
3,314

3,615

3,183
3,353 3,776 3,913

3,757 4,142 3,977 3,591
3,264

2,715 3,009 2,686 3,121

3,457

4,273

4,283
3,657 3,707 3,624

3,159
3,667

3,572 3,528
3,488

7,343 7,305 7,828
8,426

8,319

8,944

8,630
8,625

6,681
7,591

5,981

6,653

4,937 6,201 6,331

57.5% 58.5%
55.0% 54.5%

58.7%
61.2%

58.8%
56.4%

63.2%
61.3%

63.8% 63.8%

69.1%
63.8%

61.4%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

日本 米州 EMEA アジア・パシフィック 海外売上高比率

2022年3月期 2023年3月期 2025年3月期2024年3月期

四半期別推移では、⽇本の売上は堅調に推移して
いる⼀方、欧州の影響を受けたEMEAや、中国の売
上が減少しているアジア・パシフィックは減収となりまし
た。
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製品別売上状況

前年
同期⽐

2025年3月期
3Q累計

2024年3月期
3Q累計

（単位︓百万円）
※百万円未満切捨て

（構成⽐）

△ 5.4%23,902
(48.3%)

25,279
(46.5%)HMI事業

△ 4.4%8,258
(16.7%)

8,641
(15.9%)ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂ事業

△17.8%6,288
(12.7%)

7,648
(14.1%)ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ＆ｾﾝｼﾝｸﾞ事業

△ 8.9%7,959
(16.1%)

8,735
(16.1%)安全・防爆事業

△19.0%2,425
(4.9%)

2,993
(5.5%)システム

△39.1%635
(1.3%)

1,042
(1.9%)その他

△ 9.0%49,470
(100.0%)

54,341
(100.0%)合 計

HMI事業

インダストリアルコンポーネンツ事業
主⼒の中国市場において制御用リレーなどの売上が減少

オートメーション＆センシング事業
⽇本や米州においてプログラマブルコントローラの売上が減少

安全・防爆事業

システム
アジア・パシフィックで、半導体製造設備・物流関連設備などの
制御盤の売上が減少

⽇本や中国市場を中⼼とした流通在庫調整や、工作機械・
ロボットなど主要産業の需要が減少した影響で、安全関連機器
の売上が減少

スイッチやプログラマブル表示器において、特に⽇本での流通在庫
調整が継続したことなどにより減少

製品別売上高については、グローバルでの流通在庫
の影響により、各事業で売上高は減少いたしました。

オートメーション＆センシング事業については、主に米
州においてプログラマブルコントローラが減少し、売上
は減少しました。

安全・防爆事業については、⽇本や中国市場を中
⼼に、半導体やロボットなどの主要産業の需要が減
少したため、安全関連機器の売上が減少いたしまし
た。

8



Copyright IDEC Corporation. All rights reserved. 9

製品別売上状況 （四半期推移）
（単位︓百万円） ※百万円未満切捨て

403 240 283 434 323 365 268 217 280 313 449 570 142 165 326
901 853 890 1,097 950 1,213 1,413 1,271 911 1,058 1,023 976

714 820 891

3,051 3,185 3,113
3,355 3,841

4,326 4,321 3,792
3,104 3,156 2,475 2,911

2,350 2,855 2,753

2,137 2,190 2,147
1,990 2,158

3,097 2,320
2,749

2,341
3,036

2,271
2,256

2,071
2,102 2,114

3,264 3,459 3,338
3,563

4,002

4,519
3,684

3,270

2,948
3,216

2,475
2,987

2,533
2,953 2,771

7,511 7,655 7,625
8,092

8,880

9,500

8,919
8,459

8,594

8,839

7,844

8,669

8,149
8,229 7,524

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

HMI

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂ
ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ&ｾﾝｼﾝｸﾞ
安全・防爆
システム
その他

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期2022年3月期

四半期別の推移は、ご覧の通りです。
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受注状況

2025年3月期 3Q累計2024年3月期 3Q累計
単位︓百万円

※百万円未満切捨て
前年同期⽐受注残高前年同期⽐受注高受注残高受注高

△ 2.6%6,831+16.2%20,1007,01217,295⽇本

△11.5%2,453+20.4%10,0012,7718,305米州

△13.2%7,500+  0.0%10,6498,64110,647EMEA
(欧州、中東、アフリカ)

△10.3%2,742+10.0%8,2753,0587,520アジア・
パシフィック

△ 9.1%19,528+12.0%49,02721,48543,768合計

受注高については、流通在庫の影響はまだ⼀部残っ
ているものの、前年同期⽐で各地域の受注は増加
傾向となっております。
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受注状況 （四半期推移）

2025年3期2024年3期
単位︓百万円

※百万円未満切捨て 3Q（10月〜12月）2Q（7月〜9月）1Q（4月〜6月）4Q（1月〜3月）3Q（10月〜12月）
受注
残高受注高受注

残高受注高受注
残高受注高受注

残高受注高受注
残高受注高

6,8316,9966,7576,5537,0136,5516,1356,6317,0124,986⽇本

2,4533,2292,6113,3692,7503,4032,8533,5602,7712,555米州

7,5003,4507,3703,0618,0384,1367,9933,6178,6413,245EMEA
(欧州、中東、アフリカ)

2,7422,9082,5852,4593,2052,9072,9883,0463,0582,516アジア・
パシフィック

19,52816,58419,32515,44321,00816,99919,97116,85621,48513,305合計

 EMEAはドイツなどの市況悪化の影響を受けているものの、2Q⽐では増加
 アジア・パシフィックでは、中国の受注が2Q⽐で増加

四半期別では、EMEAは引き続き、ドイツなど欧州
における市場悪化の影響を受けていますが、第２四
半期⽐では、各地域とも受注が増加傾向となってお
ります。
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受注状況 （四半期推移）
（単位︓百万円） ※百万円未満切捨て

4,114 4,350 4,003 
6,125 

3,746 2,901 2,588 2,924 2,257 2,745 2,516 3,046 2,907 2,459 2,908 

3,891 
4,613 

2,677 

3,730 

3,555 4,418 
3,457 3,683 4,164 3,237 3,245 

3,617 4,136 
3,061 

3,450 

3,530 
3,875 

3,547 

3,688 

4,874 4,515 

3,703 2,668 2,681 3,067 2,555 

3,560 3,403 

3,369 
3,229 

11,257 

11,712 

12,204 

11,129 

11,057 

8,524 

8,736 

6,193 6,550 5,757 
4,986 

6,631 6,551 

6,553 
6,996 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

日本 米州 EMEA アジア・パシフィック

2024年3月期2023年3月期2022年3月期 2025年3月期

受注高の推移はご覧の通りです。
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連結業績概要 ＜連結貸借対照表＞

前会計年度末⽐
増減

2025年3月期
（12月末）

2024年3月期
（前会計年度）

△5,61349,30754,921流動資産
+6,43258,64952,217固定資産
+2,22826,05823,830流動負債
△ 84116,45917,301固定負債
△ 56865,43866,006純資産
+  818107,957107,138総資産
△1.1%60.1%61.2%⾃⼰資本⽐率

（単位︓百万円）
※百万円未満切捨て

 売上債権や現⾦及び預⾦などが減少したもの
の、北米事業強化に向けた新社屋設置のため
の建物・土地取得などにより固定資産が増加
し、総資産は前期末⽐8.2億円増加

資産のポイント
 借⼊⾦の増加などにより、負債

は前期末⽐13.9億円増加

負債のポイント
 利益剰余⾦が減少したことなど

により、純資産は前期末⽐
5.7億円減少

純資産のポイント

資産については、北米事業強化に向けた新社屋設
置のために、2024年12月に米国で建物と土地を新
たに取得したことから、固定資産が増加し、総資産
は前期末⽐で8.2億円増加いたしました。

⾃⼰資本⽐率は60.1％となりました。
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連結業績概要 ＜連結CF計算書＞

前年同期⽐増減2025年3月期 3Q累計2024年3月期 3Q累計
+7,4789,6652,186営業活動によるキャッシュ・フロー
△5,237△6,400△1,162投資活動によるキャッシュ・フロー
+2,2413,2651,023フリー・キャッシュ・フロー（FCF)
△1,221△2,650△1,429財務活動によるキャッシュ・フロー
+   86416,03115,167現⾦及び現⾦同等物の期末残高

+7,4859,7192,233設備投資額
+   1413,0592,918減価償却費

（単位︓百万円）※百万円未満切捨て

 売上債権の減少などにより約96.7
億円

 米国における有形固定資産の取得
などにより約△64億円

 配当⾦などの⽀出により約
△26.5億円

営業活動によるCF 投資活動によるCF 財務活動によるCF

営業活動によるキャッシュ・フローについては、売上債
権の減少などにより、約96.7億円となりました。

設備投資については、先ほどご説明したように、米国
における新社屋設置に向けた投資を⾏っていることか
ら、前年同期⽐で約74.9億円の増加となっておりま
す。

14
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通期予想

続いて通期業績予想についてですが、

15
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+5.53円150.12円148円144.59円USDレート (円) 
+6.39円163.13円160円156.74円EURレート (円)
+0.70円20.83円20.50円20.13円⼈⺠元レート（円）

2025年3月期2024年3月期（単位︓百万円）
※百万円未満切り捨て 前期⽐対売上⽐修正予想対売上⽐期初予想対売上⽐実績

△ 8.0%100.0%66,900100.0%71,700100.0%72,711売上高

△ 7.2%43.0%28,79043.5%31,20042.7%31,019売上総利益

△ 3.4%38.2%25,58036.3%26,00034.0%24,743販売費及び⼀般管理費

△48.9%4.8%3,2107.3%5,2008.6%6,276営業利益

△54.9%4.7%3,1207.3%5,2009.5%6,920経常利益

△67.8%2.1%1,4205.6%4,0006.1%4,407親会社株主に帰属する
当期純利益

△101.90円ー48.20円－136.23円－150.10円1株当たり当期純利益
（潜在株式調整前）

2025年3月期 通期業績予想

11月に発表いたしました修正予想を変更しておりま
せん。
売上高669億円、営業利益率4.8%の計画です。

16
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2025年3月期2024年3月期（単位︓百万円）
※百万円未満切捨て 前期⽐修正予想期初予想実績

△ 4.0%32,60034,70033,948HMI事業

△ 5.4%11,00011,00011,629インダストリアルコンポーネンツ事業

△14.2%8,5009,9009,904オートメーション事業＆センシング事業

△ 7.3%10,80011,30011,647安全・防爆事業

△26.9%2,9003,2003,969システム

△31.8%1,1001,6001,612その他

△ 8.0%66,90071,70072,711合 計

△11.5%23,80025,20026,907国内売上高

△ 5.9%43,10046,50045,804海外売上高

（64.4%）（64.9%）（63.0%）（海外⽐率）

2025年3月期 連結売上高予想

17
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構造改革の取り組み
〜米州事業の強化〜

続きまして、北米事業、⽣産、SCMを担当する取
締役 上席執⾏役員の舩木崇雄より、現在構造改
革の⼀環として推進している、米州事業強化に向け
た取り組みについてご説明させていただきます。

18
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 過去を顧みて新たなIDECに⽣まれ変わるために構造改⾰を断⾏

新⽣IDECに向けた構造改革

これまで  コロナ後のグローバルサプライチェーンの混乱、市場動向の急激な変化により、流通
在庫、自社在庫の拡大による業績への影響

今期
（構造改⾰進⾏期）

 これまでの事業構造や経営基盤を刷新して「新⽣IDEC」への構造改⾰を進⾏
 今期は、コア事業へ集中するための事業再編、効率性向上のための拠点再編、

⼈員の最適化、在庫の適正化を実施

新⽣IDEC
 顧客中心のビジネス構造へ転換し市場変化への対応⼒を向上
 One IDECを成し遂げる経営基盤の構築と適材適所な経営資源の配置

取締役 上席執⾏役員の舩木崇雄です。

現在IDECグループでは、新⽣IDECへと⽣まれ変わ
るための構造改革を、さまざまな観点からグローバル
で推進しています。

19
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新⽣IDEC

新⽣IDEC実現に向けたロードマップ

2024年3月

2025年3月

新⽣IDECに向けた構造改⾰

飛躍に向けた基盤固め

在庫の適正化
⼈員の最適化

コロナ流⾏による
市場混乱

 新⽣IDEC実現に向けて、全社的な構造改⾰を段階的に実施

顧客中心の
ビジネス構造

One IDEC

グローバルレベルでマーケットニーズに即応できる体制を実現

開発拠点のグローバル3拠点化

最適なSCMの確⽴
グローバルITシステムの構築

One IDECを⽀える⼈材獲得・育成
事業と拠点のグローバル最適配置

顧客課題を解決するソリューション事業拡⼤

事業再編

今年度を、⾶躍に向けた基盤固めの年と位置付け、
グローバルでの事業、拠点再編や、⼈員、在庫の最
適化など、全社的な構造改革を段階的に実施して
います。

20



Copyright IDEC Corporation. All rights reserved. 21

2021年3月期〜2019年3月期

Japan

EMEA

Americas

G. China

フランス・英国
工場統合

米国工場統合

筑波拠点閉鎖

アッセンブル
センター設⽴

営業部門の分社化・
営業所の集約

台湾新工場
蘇州工場移転新物流C設⽴ 販売拠点統合

物流拠点統合 販売拠点統合

インド販売
拠点設⽴APAC オーストラリア

販売拠点閉鎖

⽣産 販売 物流

2023年3月期

シナジー拡⼤に向けた
販売戦略推進

IDECとAPEMの
販売網再編

IDECファクトリー
ソリューションズ新工場

チュニジア工場統合

物流拠点再編

物流拠点統合

物流Hub設⽴

京都・木場
拠点集約

アジア拠点最適化

IDEC・APEM統合

ez-Wheel買収
APEMに統合

 国内拠点再編︓買収拠点の京都事業所・木場事業所 閉鎖、尼崎事業所への集約（2024年9月）
中期的な観点から外部活用の拡⼤を前提とした拠点再編の推進

 海外拠点再編︓IDEC・APEMの更なるシナジー追求のため米国拠点の統合化を推進（2026年3月期）

拠点戦略︓拠点のグローバル最適配置

2025年3月期以降

*Asia Pacific

開発拠点
グローバル
３拠点化

・日本
・フランス
・米国

開発

グローバル拠点の最適配置に向けて、現在国内外
の拠点再編を⾏っていますが、最重要市場の⼀つで
ある米州での事業を強化していくために、米国拠点
の統合を⾏っていますので、詳細についてご説明させ
ていただきます。

21
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【現在の課題】
 IDEC、APEMの米国拠点が別々に存在し、各拠点に重複機能がある

【2025年2月時点の拠点】
 IDEC ︓本社・物流拠点・組⽴工場（カリフォルニア州サニーベール）

販売拠点（イリノイ州シカゴ）
 APEM︓販売拠点、SCM拠点（マサチューセッツ州アンドーバー）

本社・⽣産拠点・物流拠点（カリフォルニア州ビスタ）

 IDEC拠点では開発・⽣産機能を持っておらず、⽇本で開発した製品を輸⼊して販売
しているため、グローバルで最もHMI製品などの制御機器市場が⼤きい、米国の顧客
ニーズを踏まえた製品展開ができていない

米国拠点の統合

現在、米国拠点はIDECとAPEMが別法⼈として存
在しており、拠点も全米に４か所あるため、⼀部重
複している機能があります。

また、IDECの米国拠点には、開発、⽣産機能がな
く、今まで⽇本で開発した製品を販売していたため、
米国のお客さまのニーズを踏まえた製品展開ができて
いないという課題がありました。

22
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米国拠点の統合

【拠点統合後】
 両社のシナジー効果を最⼤化し、米州ビジネスを更に強化するため、2025年４月に

IDECとAPEMの米国拠点をIDEC CORPORATION (USA)として１つに統合
 APEMをIDECに統合し、APEMはブランドとして展開
 両社にある、⼈事・財務機能などのバックオフィス機能を統合

 物流の利便性や、優秀な⼈材確保の観点から、カリフォルニア州サンディエゴにある土地・
建物を2024年12月に購⼊

 既存拠点全ての機能に加え、従来なかった米国向けIDEC製品の開発機能を持った
新本社を新設予定（開発拠点は、⽇本、米国、フランスの3拠点化）

 新本社の設備も含めた設備投資額は約100億円
 2025年12月までに新本社が完成し、各機能は徐々に移転

そこで、2025年4月に両社を統合することで、双方
のシナジー効果を最⼤化し、米州ビジネスの強化を
図っていきます。
今後APEMはブランドとして展開し、バックオフィス機
能も統合する予定です。

統合後の拠点として、物流の利便性や、優秀な⼈
材確保の観点から、カリフォルニア州サンディエゴに土
地と建物を購⼊しました。
この建物をリノベーションし、既存拠点全ての機能と、
従来なかった米国向けIDEC製品の開発機能を持っ
た新本社を設⽴します。
投資額は、設備なども含めて約100億円程度と想
定しており、2025年12月までに完成する予定です。

なお、現在の米国IDEC本社のオフィスについては、

23



売却を予定しています。
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米国拠点の統合

サニーベールオフィス
（管理機能）

シカゴオフィス
（顧客サービス機能）

アンドーバーオフィス
（SCM・顧客サービス機能）

【米国新本社】 カリフォルニア州サンディエゴ
• 延床面積︓約21,500 ㎡
• 建物︓2階建て
• 投資額︓約100億円程度
• 機能︓本社、開発、⽣産、販売、物流

米国

 本社、開発、⽣産、物流機能はサンディエゴの新本社に集約
 顧客対応や優秀な⼈材確保のため、３拠点はサテライトオフィスとして活用

こちらが新本社に関する概要と、今後の米国拠点の
配置ですが、３拠点については、新本社設⽴後も、
顧客対応や⼈材確保のために、サテライトオフィスとし
て活用する予定です。

24
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米国拠点の統合

米国を最重要市場と位置づけ、拠点の強化を推進

 今までIDEC製品の企画は、⽇本市場や顧客が中⼼となっていたが、全ての機能が
備わった米国新本社ができることで、米国市場向けの企画、開発から、⽣産、販売
までの全てを現地で完結でき、地産地消を実現

 セールスモデルの改革も⾏うことで、顧客ニーズを深堀りし、米国市場に合ったデザイン、
機能を備えた製品、ソリューションを拡充

 米州事業の強化と、⽣産拠点再編による収益性向上の取り組みの⼀環として、米国
新本社に近く、⼈材のレベルも高いメキシコに⽣産拠点を新設することを検討中

新本社では、米国市場向け製品の企画、開発から、
⽣産、販売までの全てを完結できるようになります。
セールスモデルの改革も⾏いますので、顧客ニーズを
深堀し、より米国市場に合ったデザイン、機能を備え
た、製品、ソリューションを拡充していきます。

また、米州事業の強化と、⽣産拠点の再編による収
益性向上の取り組みの⼀環として、新本社があるカ
リフォルニア州に近く、⼈材レベルも高いメキシコに、
⽣産拠点を新設することを検討しています。

地政学的リスクを低減するため、米州だけでなく中国
など他の地域でも、ターゲット市場に近い場所に、開
発、⽣産、物流拠点を設置するなど、今後も地産
地消を推進していきます。
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米国での事業を拡大

【IDECブランド】

 業界︓今までは、⼀般的な制御盤などへの売上⽐率が高
かったが、今後は注⼒市場であるOil＆Gasや、AGV・
AMRなどの新規市場向けの売上を伸ばしていく

 製品︓現在はHMI、インダストリアルコンポーネンツ、オート
メーション製品の売上が高いが、HMI-Xを実現するための
ソリューション売上を拡大

米州事業の強化

米国はIDECグループとしての最重要市場となります
ので、拠点を統合する初年度は準備期間として、そ
の後３から5年で、売上を1.3から1.5倍に拡⼤した
いと考えています。

IDECとAPEMブランドはそれぞれターゲット業界が異
なりますが、IDECブランドについては、注⼒市場であ
るOil＆Gasや、AGV・AMRなどの新規市場向けの
売上をより拡⼤していきます。

製品としては、IDECグループ全体で推進している
HMI-Xを実現するため、コンポーネンツ販売だけでな
く、さまざまな製品を組みあわせて、顧客のニーズに
合った、課題を解決できるようなソリューション売上を
伸ばしていきます。
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【APEMブランド】

 業界︓農機などの特殊⾞両向け製品に強みがあるた
め、今後建機なども含めてより注⼒して拡⼤

 製品︓HMI製品の中でも、特に特殊⾞両の操作部
などに使われるジョイスティックをより拡大

米州事業の強化

APEMブランドについては、農機といった特殊⾞両向
けの製品に強みがあるため、今後建機も含めてより
注⼒し、ジョイスティックなども米国の顧客ニーズに合
わせてカスタム展開を拡⼤していきます。

27
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構造改革の取り組み
〜グローバル組織〜

最後に、グローバル組織づくりについてご説明します。

28
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⼈材戦略

 新⽣IDECのビジネスを⽀える人材を継続的に獲得・育成し、グローバルに活躍できる
環境を整備

新⽣IDECを支える
人材の獲得・育成

グローバル
タレントマネジメントによる

適材適所、人材配置
の推進

 これまでのビジネスの考え方やプロセスから転換し、
新⽣IDECの実現を強⼒に推進する、グローバル
人材の獲得・育成

 ⼈材の育成・活躍を⽀える制度や情報基盤を、
グローバルレベルで整備・展開し、国・地域を
超えた配置・育成を推進

⼈材戦略として、新⽣IDECを⽀える⼈材を継続的
に確保、育成し、グローバルで活躍できる環境を整
備しており、今後タレントマネジメントにより、国や地
域を超えて適材適所に⼈材を配置することで、グ
ローバルでの事業拡⼤を進めていきます。
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グローバルでビジネスを拡大していくために、2025年3月期より組織
のグローバル化を推進

 グローバル戦略を⽴案・実⾏していくため、⽇本だけでなく、今後さらに米国、欧州で
グローバル機能の責任者を増やしていく

 米国新本社を設⽴するカリフォルニア州には、グローバルマインドを持った⼈材が多い
ため、優秀な人材の採用・育成を積極的に推進

グローバル組織

組織のグローバル化も⾏っており、地域の枠組みを超
えたグローバル組織づくりを⾏っていますが、今後は⽇
本だけでなく、米国や欧州でもグローバル機能の責
任者を増やしていきます。

米国新本社を設⽴するカリフォルニア州には、グロー
バルマインドを持った⼈材が多いため、米国をはじめ、
各地域で優秀な⼈材の採用、育成を積極的に推
進し、グローバルビジネスの拡⼤を推進していきます。

以上が、構造改革に関するご説明となります。
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参考資料
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2025年3月期通期 為替レートと為替感応度

1円変動による影響額
※⼈⺠元は0.1円変動の影響額為替前提通貨

営業利益売上高

約7百万円約55百万円150.12円米ドル

約10百万円約135百万円163.13円ユーロ

約3百万円約35百万円20.83円⼈⺠元
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業界の動向 (⽇本電気制御機器工業会(NECA)出荷データ推移)

21年10月〜24年12月の業界出荷額推移と対前年⽐の状況
（単位︓百万円）
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製品別売上区分

・制御用操作スイッチ
・ジョイスティック
・表示灯
・プログラマブル表示器

HMI
インダストリアル
コンポーネンツ

オートメーション＆
センシング 安全・防爆 システム その他

・スイッチング電源
・端子台
・制御用リレー/ソケット
・サーキットプロテクタ
・産業用LED照明

・プログラマブルコントローラ
・センサ
・⾃動認識機器

・安全関連機器
・防爆関連機器

・協働ロボットシステム
・表示器複合システム
・セキュリティシステム
・その他各種システム

・環境・エネルギー関連事業

APEM製品
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この資料には⼀部当社の計画や業績予想が含まれていますが、それらの計画や予想数値は、現時点で⼊手可能な
情報に基づき当社が計画、予想したものです。
従って、実際の業績などは、今後さまざまな要因によって計画、予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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